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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第３四半期連結累計期間
第48期

第３四半期連結累計期間
第47期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年12月31日

自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 (千円) 757,895 410,793 928,825

経常利益又は経常損失（△） (千円) 7,258 △27,667 9,501

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失

(△)

(千円) 21,339 △31,655 6,423

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 14,357 △25,908 △9,342

純資産額 (千円) 361,234 311,625 337,534

総資産額 (千円) 876,384 711,488 767,520

１株当たり当期純利益又は当

期純損失（△）
(円) 10.58 △15.70 3.19

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 41.2 43.8 44.0

 

回次
第47期

第３四半期連結会計期間
第48期

第３四半期連結会計期間

会計期間
自　2021年10月１日
至　2021年12月31日

自　2022年10月１日
至　2022年12月31日

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失(△)
(円) 1.96 △0.74

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（2022年4月1日～2022年12月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染

状況の改善や行動制限の緩和等により経済活動の回復が期待される一方、ロシア・ウクライナ情勢の長期化、世界的

な原材料や物価の高騰、円安の影響等、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

 

　当社グループの主要な事業領域である情報サービス業界においては、業務効率化・生産性向上やビジネスモデルの

変革を推進するDX(デジタルトランスフォーメーション)関連に対する注目度は依然として高く、企業の競争力強化、

業務プロセスの再構築に向けたIT需要は継続して強く期待されております。

 

このような事業環境の下、2022年３月期～2024年３月期の３か年の中期経営計画を策定し、事業規模の拡大による

企業価値向上に向け、以下の主要施策に取り組んでおります。

 

①収益が悪化している事業の見直し

②積極的な事業投資

③ITソリューション分野における提携関係の強化

④事業推進管理の強化による営業黒字の継続、拡大

⑤継続的な事業拡大に向けたビジネスモデルの整備

⑥成長加速のための資金調達およびM&Aを含めた他社との提携

 

これらの主要施策の推進にあわせて、当社の強みの根幹である技術力に磨きをかけるための積極的な投資や、パー

トナー企業との連携強化、収益性向上に向けた取り組み、新規顧客開拓のための体制強化、業務サービスの企画・開

発等に努めてまいりました。

 

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は410,793千円（前年同期比45.7%減）となりました。利益

面におきましては、営業損失は28,060千円(前年同期は営業利益3,801千円)、経常損失は27,667千円(前年同期は経常

利益7,258千円)となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純損失は31,655千円(前年同期は親会社株主に帰

属する四半期純利益21,339千円)となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりです。売上高につきましては、外部顧客への売上高を表示しています。

 

〔ITソリューション〕

　企業システムのコンサルティング及び設計、開発につきましては、ソリューションベンダーとの連携による最適ソ

リューションの提供による企業のDX化の推進、パートナー企業との連携強化、収益性向上に向けた取り組み、新規顧

客開拓のための体制強化、自社製品のブランド力強化等を進めております。一方、前年にはあった一過性の大型案件

が今期は見込めないため、前年同期に比べ低調に推移いたしました。その結果、当第３四半期連結累計期間における

売上高は352,061千円（前年同期比47.1％減）、セグメント利益は91,161千円（前年同期比21.5％減）となりまし

た。

 

〔ＢＰＯ・サービス〕

　ＢＰＯ(業務アウトソーシング)及び決済サービス等各種サービスにつきましては、新型コロナウイルスの感染状況

の改善や行動制限の緩和等、経済活動の正常化に向けた動きが見られるなか、決済サービスが拡大し、また積極的な

営業活動により会員管理サービス等の新規受注が進展いたしました。その結果、当第３四半期連結累計期間における

売上高は58,732千円(前年同期比20.2％増)、セグメント利益は16,022千円(前年同期比790.1％増)となりました。

 

〔その他〕

　新規事業の展開に向けて、成長加速のための資金調達およびM&Aを含めた他社との提携を進めております。前連結

会計年度のメディカル&アンチエイジング事業の運営会社である株式会社マーベラントの全株式譲渡により、当セグ

メントにおきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高はありませんでした。
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（２） 財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は598,048千円となり、前連結会計年度末に比べ62,016千円

減少いたしました。これは主に、現金及び預金で20,998千円減少、受取手形及び売掛金等で51,400千円減少したなど

によります。

　固定資産の残高は113,440千円となり前連結会計年度末に比べ5,985千円増加いたしました。これは主に、販売拡大

のための商品開発に注力した結果ソフトウエアおよびソフトウエア仮勘定を合計した無形固定資産残高が23,710千円

となり、前連結会計年度末に比べ13,110千円増加したことなどによります。

　この結果、総資産の残高は711,488千円となり、前連結会計年度末に比べ56,032千円減少いたしました。

 

（負債）

　流動負債の残高は180,931千円となり前連結会計年度末に比べ26,435千円増加いたしました。これは主に、１年内

返済予定の長期借入金の増加66,664千円によるもので、長期借入金（固定負債）の減少とセットで従来から予定して

いたものです。

　固定負債の残高は218,930千円となり前連結会計年度末に比べ56,559千円減少いたしました。これは主に長期借入

金の減少66,664千円によるものです。

　この結果、総負債の残高は399,862千円となり、前連結会計年度末に比べ30,124千円減少いたしました。

 

（純資産）

　純資産の残高は311,625千円となり前連結会計年度末に比べ25,909千円減少いたしました。これは主に、利益剰余

金の減少31,655千円及びその他有価証券評価差額金の増加5,747千円によります。

　この結果、自己資本比率は43.8%（前連結会計年度末44.0%）となりました。

 

（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

（４） 研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,120,000

計 7,120,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2022年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2023年2月13日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業

協会名
内容

普通株式 2,080,000 2,080,000
東京証券取引所

グロース市場
単元株式数　100株

計 2,080,000 2,080,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年10月１日～

2022年12月31日
－ 2,080,000 － 301,000 － －

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2022年９月30日)に基づく株主名簿により記載しております。

 

①【発行済株式】

    2022年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式(自己株式等)  － － －

議決権制限株式(その他)  － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

－ －
普通株式 63,700

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,015,600 20,156 －

単元未満株式 普通株式 700 － －

発行済株式総数  2,080,000 － －

総株主の議決権  － 20,156 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が59株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

イメージ情報開発株式会社

東京都千代田区神田猿楽町２－４

－11
63,700 － 63,700 3.06

計 － 63,700 － 63,700 3.06

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2022年10月1日から2022年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2022年4月1日から2022年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、監査法人アリアによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 504,972 483,974

受取手形、売掛金及び契約資産 114,415 63,015

仕掛品 379 744

貯蔵品 277 259

前払費用 17,061 24,921

その他 22,958 25,135

流動資産合計 660,064 598,048

固定資産   

有形固定資産 5,255 4,671

無形固定資産   

ソフトウエア - 14,635

ソフトウエア仮勘定 10,600 9,075

無形固定資産合計 10,600 23,710

投資その他の資産   

投資有価証券 72,528 66,737

繰延税金資産 3,348 1,026

その他 15,723 17,294

投資その他の資産合計 91,599 85,057

固定資産合計 107,455 113,440

資産合計 767,520 711,488

負債の部   

流動負債   

買掛金 43,995 21,932

１年内返済予定の長期借入金 33,336 100,000

前受金 22,505 19,750

賞与引当金 14,005 7,037

その他 40,655 32,212

流動負債合計 154,496 180,931

固定負債   

長期借入金 106,664 40,000

繰延税金負債 17,153 15,568

退職給付に係る負債 151,671 163,361

固定負債合計 275,489 218,930

負債合計 429,986 399,862
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 301,000 301,000

資本剰余金 8,552 8,552

利益剰余金 42,269 10,614

自己株式 △54,005 △54,005

株主資本合計 297,815 266,160

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 39,718 45,465

その他の包括利益累計額合計 39,718 45,465

純資産合計 337,534 311,625

負債純資産合計 767,520 711,488
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

売上高 757,895 410,793

売上原価 635,632 303,610

売上総利益 122,262 107,183

販売費及び一般管理費 118,460 135,244

営業利益又は営業損失（△） 3,801 △28,060

営業外収益   

受取利息及び配当金 86 119

受取家賃 900 500

助成金収入 2,749 -

その他 1,515 225

営業外収益合計 5,250 844

営業外費用   

支払利息 1,748 450

その他 45 -

営業外費用合計 1,793 450

経常利益又は経常損失（△） 7,258 △27,667

特別利益   

投資有価証券売却益 - 222

関係会社株式売却益 40,592 -

特別利益合計 40,592 222

特別損失   

諸手数料 6,901 427

減損損失 4,730 -

訴訟関連損失 - 1,093

特別損失合計 11,632 1,520

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
36,218 △28,965

法人税、住民税及び事業税 14,462 367

法人税等調整額 417 2,322

法人税等合計 14,879 2,689

四半期純利益又は四半期純損失（△） 21,339 △31,655

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
21,339 △31,655

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △6,981 5,746

その他の包括利益合計 △6,981 5,746

四半期包括利益 14,357 △25,908

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 14,357 △25,908

非支配株主に係る四半期包括利益 - -

 

EDINET提出書類

イメージ情報開発株式会社(E05573)

四半期報告書

10/18



【注記事項】

（会計方針の変更）

 

　　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第31号 2021年6月17日。以下「時価算定会計

基準適用指針」という。)等を第46期第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項および時

価算定会計基準適用指針第27－2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会

計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

 

 

 

 

（追加情報）

　（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び連結子会社は、第1四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しています。こ

れに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度を適用

する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年8月12日。以下「実務対応報告第42

号」という。）に従っています。また、実務対応報告第42号第32項（1）に基づき、実務対応報告第42号の適用に

伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしています。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2022年12月31日）

投資その他の資産 508,295千円 508,295千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

減価償却費 195千円 2,519千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ．前第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年12月31日）

該当事項はありません。

 

Ⅱ．当第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年12月31日）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ.前第３四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 ITソリューション BPO・サービス その他 合計

売上高     

外部顧客への売上高 666,372 48,839 42,682 757,895

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - -

計 666,372 48,839 42,682 757,895

セグメント利益 116,153 1,800 4,308 122,262

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

　(単位：千円)
 

利益 金額  

報告セグメント計 122,262  

セグメント間取引消去 -  

全社費用(注) △118,460  

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 3,801  

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当該事項はありません。
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Ⅱ.当第３四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 ITソリューション BPO・サービス その他 合計

売上高     

外部顧客への売上高 352,061 58,732 - 410,793

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - -

計 352,061 58,732 - 410,793

セグメント利益 91,161 16,022 - 107,183

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

　(単位：千円)
 

利益又は損失 金額  

報告セグメント計 107,183  

全社費用(注) △135,244  

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失（△） △28,060  

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当ありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第３四半期連結累計期間（自　2021年4月1日　至　2021年12月31日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
ITソリューション BPO・サービス その他

コンサル・開発（一括） 173,883 － － 173,883

コンサル・開発（期間） 201,932 － － 201,932

保守・運用 90,338 － － 90,338

業務運用 － 48,839 － 48,839

その他 200,218 － 42,682 242,900

顧客との契約から生じる収益 666,372 48,839 42,682 757,895

 

当第３四半期連結累計期間（自　2022年4月1日　至　2022年12月31日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
ITソリューション BPO・サービス その他

コンサル・開発（一括） 144,122 - - 144,122

コンサル・開発（期間） 94,991 - - 94,991

保守・運用 109,140 - - 109,140

業務運用 - 58,732 - 58,732

その他 3,807 - - 3,807

顧客との契約から生じる収益 352,061 58,732 - 410,793
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（１株当たり情報）

　1株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失(△)及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

1株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失(△)
10円58銭 △15円70銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)
21,339 △31,655

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失

(△)(千円)

21,339 △31,655

普通株式の期中平均株式数(株) 2,016,241 2,016,241

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年２月10日

イメージ情報開発株式会社

取締役会　御中

 

監査法人アリア

東京都港区

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 茂　木　秀 俊 ㊞

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 山　中　康　之　㊞

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイメージ情報開

発株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から

2022年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イメージ情報開発株式会社及び連結子会社の2022年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が
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適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。
２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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